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◆山形市発展計画を
推進する

　補正予算を可決

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P10

P6

▲見つけた！カルタ目指して猛ダッシュ！！
　（昨年の少年自然の家少年団 雪上運動会）

１２月定例会
１月臨時会



補 正 予 算

　
　
　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
が

減
少
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
こ
こ
数
年
の
傾
向
と

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
い

く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

歳
入
（
一
般
会
計
）

�

３４
億
４
１
７
８
万
円

　
国
か
ら
の
補
助
金
や
財※

政
調

整
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど

に
よ
り
、
市
の
歳
入
（
収
入
）

を
増
額
し
ま
す
。

委
員

財
政
課
長

　
　
　
補
助
要
件
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
面
積
要
件
と
し
て
、

土
地
利
用
型
作
物
で
は
米
が
５０
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
、
大
豆
が
２０
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
、
園
芸
作
物
で
は
果

樹
が
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
花
き

が
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、成
果
目
標
と
し
て
、

生
産
コ
ス
ト
の
１０
％
以
上
の
削
減

ま
た
は
販
売
額
１０
％
以
上
の
増
加

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
蔵
王
産
業
団
地
に
お
け
る

市
の
助
成
制
度
は
３
種
類
あ
る
が
、

今
回
は
用
地
取
得
助
成
金
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
雇
用
促
進
助
成
金

と
固
定
償
却
資
産
取
得
助
成
金
は

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

補
助
金�

５
９
０
４
万
円

　
水
田
、
畑
作
、
園
芸
作
物
な

ど
の
産
地
の
高
収
益
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

企
業
立
地
促
進
事
業
費
助
成
金

交
付
事
業�

９
４
６
３
万
円

　
平
成
２８
年
１１
月
に
蔵
王
産
業

団
地
で
操
業
を
開
始
し
た
企
業

に
対
し
、
用
地
取
得
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
海
外
向
け
の
東

北
全
体
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
、
仙
台
国
際
空
港
を
起
点
に
蔵

王
温
泉
ス
キ
ー
場
と
安
比
高
原
ス

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
事
業�

１
７
０
０
万
円

　
岩
手
県
八
幡
平
市
と
連
携
し
、

海
外
向
け
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と

知
名
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

落
ち
込
ん
だ
外
国
人
観
光
客
を

誘
客
し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
や
地
域
経
済
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

し
て
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

少
子
高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
対
す
る

一
般
財
源
か
ら
の
支
出
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
財
政
調
整
基
金
が
減
少
す

る
中
で
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

に
安
心
し
て
取
り
組
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
財
政
調
整
基
金
が
少

な
く
な
る
と
予
算
の
制
約
が
出
て

く
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
十
分

に
応
え
ら
れ
な
く
な
る
と
危
惧
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
収
入
を
増

や
し
て
無
駄
な
支
出
を
抑
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
な
お
一

層
努
力
し
て
い
く
。

委
員

財
政
課
長

　
　
　
工
期
が
重
な
る
と

思
う
が
、
人
手
不
足
に
は

な
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
発

注
時
期
を
変
え
た
り
工
期

に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
人
員
を
確

保
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業

�

４
億
１
７
０
３
万
円

　
ト
イ
レ
改
修
計
画
に

基
づ
き
１１
校
の
ト
イ
レ

を
改
修
し
ま
す
。

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

　
　
　
事
業
費
を
平
成
２９
年
度
ま

で
繰
り
越
す
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
３
月
１
日
か
ら
申
請
受
付

を
開
始
し
、
第
１
回
目
の
支
給
を

３
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
る
。
受

付
期
間
は
、
国
か
ら
３
カ
月
か
ら

６
カ
月
の
間
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
は
最
大
限
の
期
間
で
あ
る
６

カ
月
間
と
考
え
て
い
る
。

経
済
対
策
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業�

６
億
７
２
１
４
万
円

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、一
定‌

所
得
に
満
た
な
い
方
に
対
し
、臨

時
福
祉
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

　
　
　
学
校
改
築
に
当
た
っ
て
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
歳
小
学

校
が
目
指
す
学
校
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、
木
造
で
温
か
み
の
あ
る

校
舎
を
目
指
し
て
き
た
。
実
施
設

計
の
途
中
で
あ
る
が
、
普
通
教
室

は
２
階
建
て
木
造
、
管
理
棟
は
１

階
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
２

階
が
木
造
で
特
別
教
室
の
配
置
を

予
定
し
て
い
る
。

小
学
校
校
舎
改
築
事
業

�

７
億
７
０
０
０
万
円

　
耐
力
度
調
査
の
結
果
を
受
け
、

千
歳
小
の
校
舎
を
改
築
し
ま
す
。

委
員

教
委
施
設
整
備
室
長

▲市役所１階に臨時受付窓口を設置

補正予算を
教育環境の改善に向けた補正予算を審査

１２月の主な補正予算
一般会計 ３４億４，１７８万円

●小学校校舎改築事業（千歳小）
　�  ７億７，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●経済対策臨時福祉給付金給付事業
　�  ６億７，２１４万円

●小学校トイレ改修事業（１１校）
　�  ４億１，７０３万円

●中学校空調設備改修事業（３校）
　�  ３億５，１８０万円

●市街地再開発事業費補助金
　（七日町第５ブロック南地区）　�  １億５，２２８万円

●障がい福祉サービス給付費
　�  １億２，８７２万円

※　財政調整基金…地方公共団体における年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
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補
助
要
件
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
面
積
要
件
と
し
て
、

土
地
利
用
型
作
物
で
は
米
が
５０
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
、
大
豆
が
２０
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
、
園
芸
作
物
で
は
果

樹
が
１０
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
花
き

が
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、成
果
目
標
と
し
て
、

生
産
コ
ス
ト
の
１０
％
以
上
の
削
減

ま
た
は
販
売
額
１０
％
以
上
の
増
加

が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
蔵
王
産
業
団
地
に
お
け
る

市
の
助
成
制
度
は
３
種
類
あ
る
が
、

今
回
は
用
地
取
得
助
成
金
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
雇
用
促
進
助
成
金

と
固
定
償
却
資
産
取
得
助
成
金
は

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

補
助
金�

５
９
０
４
万
円

　
水
田
、
畑
作
、
園
芸
作
物
な

ど
の
産
地
の
高
収
益
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

農
政
課
長

企
業
立
地
促
進
事
業
費
助
成
金

交
付
事
業�

９
４
６
３
万
円

　
平
成
２８
年
１１
月
に
蔵
王
産
業

団
地
で
操
業
を
開
始
し
た
企
業

に
対
し
、
用
地
取
得
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

委
員

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
雇
用
促
進
助
成

金
は
、
雇
用
人
数
の
確
定
後
に
申

請
を
受
け
て
、
２８
年
度
の
予
算
で

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
固
定
資
産
税
の
課
税
が
２９
年

度
か
ら
と
な
る
た
め
、
固
定
償
却

資
産
取
得
助
成
金
は
２９
年
度
か
ら

予
算
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
樹
氷
ま
つ
り
の
入
込
数
は

ど
の
く
ら
い
な
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
目
標
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２３
年
度
か

ら
２６
年
度
ま
で
は
５
万
人
か
ら
６

万
人
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
２７

年
度
は
５
万
２
０
０
０
人
で
あ
っ

た
。
目
標
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

延
べ
１
万
人
程
度
で
あ
っ
た
蔵
王

温
泉
の
年
間
外
国
人
宿
泊
者
数
を

２
万
５
０
０
０
人
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

雇
用
創
出
課
長

蔵
王
樹
氷
ま
つ
り
拡
充
事
業

�

４
０
０
万
円

　
県
の
補
助
金
を
活
用
し
、
創

作
花
火
の
打
ち
上
げ
や
温
泉

街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

じ
ゅ
っ
き
ー
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド
の

設
置
な
ど
、
樹
氷
ま
つ
り
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

　
　
　
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
海
外
向
け
の
東

北
全
体
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し

て
、
仙
台
国
際
空
港
を
起
点
に
蔵

王
温
泉
ス
キ
ー
場
と
安
比
高
原
ス

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

推
進
事
業�

１
７
０
０
万
円

　
岩
手
県
八
幡
平
市
と
連
携
し
、

海
外
向
け
の
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と

知
名
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り

落
ち
込
ん
だ
外
国
人
観
光
客
を

誘
客
し
、
観
光
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
や
地
域
経
済
活
性
化
を

推
進
し
ま
す
。

委
員

観
光
物
産
課
長

キ
ー
場
の
周
遊
や
直
行
が
で
き
な

い
か
研
究
し
て
い
く
。
な
お
、
台

湾
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア

ジ
ア
圏
な
ど
か
ら
の
誘
客
を
考
え

て
い
る
。

　
　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
事

業
は
何
年
間
か
継
続
し
て
行
わ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
エ

リ
ア
の
現
状
や
、
連
携
し
て
い
く

に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
効
果
的

な
の
か
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
財

源
と
な
る
東
北
観
光
復
興
対
策
交

付
金
は
３
年
間
の
継
続
事
業
と
な

る
た
め
、
連
携
し
て
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

委
員

観
光
物
産
課
長

▲世界に誇る樹氷と蔵王温泉スキー場

総額38億1,619万円
山形市発展計画を推進する
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他
に
、
介
護
保
険
事
業
者
等
実
態

調
査
に
よ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
・

介
護
事
業
所
運
営
法
人
の
計
２
０

４
事
業
者
に
対
し
て
も
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
調
査
は
国
か
ら
決
め
ら
れ

た
項
目
だ
け
な
の
か
。
市
で
追
加

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
介
護
予
防
・
日

常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、

国
の
３３
項
目
に
加
え
て
市
独
自
の

３７
項
目
程
度
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
２５
項
目
を
調
査
す
る
。
ま
た
、

在
宅
介
護
実
態
調
査
で
は
、
国
の

２０
項
目
に
市
独
自
で
１０
項
目
程
度

を
追
加
す
る
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
計
画
策
定
に
向
け
た
調
査

は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
調
査
の
一
つ
目

は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
で
、
対
象
者
は
要
介

護
以
外
の
高
齢
者
６
０
０
０
人
で

あ
る
。
二
つ
目
は
今
回
か
ら
新
た

に
加
わ
っ
た
在
宅
介
護
実
態
調
査

で
、
対
象
者
は
要
支
援
以
上
の
認

定
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
と
そ
の

家
族
１
４
０
０
人
と
な
る
。
そ
の

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

事
業�

２
２
２
万
円

　
第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
の
策
定
に
向
け
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
大
規
模
な
道
路
維
持
補
修

工
事
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
補
正
は
、‌

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
水
路
、

側
溝
の
整
備
や
、
雪
解
け
後
の
傷

ん
だ
路
面
へ
の
対
応
で
、
工
事
発

注
の
平
準
化
に
よ
る
業
者
の
経
営

安
定
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
配
水
管
更
新
の
耐
震
化
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
の

中
間
目
標
３０
・
３
％
に
対
し
て
、

２７
年
度
末
は
約
２８
％
で
あ
り
、
お

お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

道
路
維
持
補
修
事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
１
億
５
０
０
０
万
円

　
地
域
経
済
に
配
慮
し
、
年
度

末
か
ら
年
度
初
め
に
か
け
て
継

続
的
な
工
事
を
行
う
た
め
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

水
道
施
設
耐
震
化（
配
水
管
更
新
）

事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
２
億
５
０
０
０
万
円

　
地
域
経
済
に
配
慮
し
、
年
度

末
か
ら
年
度
初
め
に
か
け
て
継

続
的
な
工
事
を
行
う
た
め
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

水
道
建
設
課
長

も
必
要
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
４
事
業
所
を
選
定
し
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
導
入
の
意
向
調

査
時
点
で
は
、
６
法
人
１７
事
業
所

が
導
入
を
希
望
し
て
い
た
が
、
全

国
的
に
希
望
事
業
所
が
多
く
、
交

付
金
の
上
限
額
が
大
幅
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に

４
法
人
４
事
業
所
が
導
入
を
希
望

し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
の
具
体
的
な
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
設
置
か
ら
１４
年

経
過
し
て
い
る
機
器
を
更
新
す
る

ほ
か
、
現
在
の
衛
星
回
線
に
加
え

て
大
雨
に
対
応
す
る
た
め
の
光
回

線
の
設
置
に
よ
る
回
線
の
二
重
化
、

事
務
室
へ
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
の
設

置
な
ど
、
防
災
行
政
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
全
体
的
な
更
新
と
な
る
。

長
寿
支
援
課
長

山
形
県
施
行
防
災
行
政
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
整
備
事
業

費
負
担
金�

３
９
４
７
万
円

　
山
形
県
防
災
行
政
無
線
の
老

朽
化
な
ど
に
伴
い
、
県
が
実
施

す
る
機
器
改
修
工
事
（
市
庁
舎

お
よ
び
消
防
本
部
）
に
対
し
、

協
定
に
基
づ
き
負
担
金
を
支
出

し
ま
す
。

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
介
護
従
事
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
は
ど
の
事
業
所
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

整
備
事
業
費
補
助
金

�

６
６
６
万
円

　
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
な

ど
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
の
設
置
や
、
介
護

従
事
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
す
る
事
業
者
へ

支
援
し
ま
す
。

委
員

な
ど
の
委
託
料
を
含
ん
で
お
り
、

こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
て
い
た
経
費

の
全
て
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、

委
託
し
て
い
る
２８
年
度
と
比
べ
て

４
５
０
万
円
ほ
ど
上
限
額
が
低
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
職
員

の
配
置
を
な
く
す
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
指
定
管
理
料
の
内
訳
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
現
在

の
一
部
委
託
に
よ
る
運
営
費
用
と

比
べ
て
ど
の
く
ら
い
違
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
人
件
費
や
事

務
費
・
光
熱
水
費
な
ど
の
ほ
か
、

清
掃
業
務
や
屋
外
施
設
維
持
管
理

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
指
定
管
理
料
の
債※

務
負
担
行
為

限
度
額
４
億
２
７
０
万
円
に
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
を
加
え
た
額

　
平
成
２９
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
べ
に
っ
こ

ひ
ろ
ば
と
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
に
対
す
る
限
度
額
を
設
定
し

ま
す
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

▲いきいきと年齢を重ねられるまちづくりへ向け調査

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

２月２３日（木）
　　～３月２１日（火）

３月定例会の日程
（予定）

※　債務負担行為…‌�１つの事業が単年度で終了せずに、後年度においても負担しなければならない場合に、議会の議決を経てその期間と額を確定
するもの。

▲平成２９年度から指定管理となるべにっこひろば
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みみより情報

　
　
　
工
事
の
地
域
が
分
散
し
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
同
じ
地
域
だ
と

車
の
出
入
り
な
ど
で
住
民
に
迷
惑

が
掛
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
と
、
耐

用
年
数
に
応
じ
た
工
事
で
あ
る
た

め
地
域
は
分
散
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
周
辺
の
商
店
街
な
ど
の
意

見
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
七
日
町
御
殿
堰

な
ど
の
歴
史
的
景
観
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
今
後
の
一
つ
の
活

路
と
な
る
た
め
、
中
心
商
店
街
か

ら
は
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
。

委
員

水
道
建
設
課
長

市
街
地
再
開
発
事
業
費
補
助
金

�

１
億
５
２
２
８
万
円

　
七
日
町
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
南
地

区
の
市
街
地
再
開
発
に
補
助
す

る
た
め
の
予
算
の
増
額
で
す
。

委
員

都
市
政
策
課
長

　
　
　
大
規
模
な
道
路
維
持
補
修

工
事
は
行
わ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
補
正
は
、‌

地
区
か
ら
の
要
望
に
よ
る
水
路
、

側
溝
の
整
備
や
、
雪
解
け
後
の
傷

ん
だ
路
面
へ
の
対
応
で
、
工
事
発

注
の
平
準
化
に
よ
る
業
者
の
経
営

安
定
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
、
債
務

負
担
行
為
を
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
配
水
管
更
新
の
耐
震
化
の

進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
の

中
間
目
標
３０
・
３
％
に
対
し
て
、

２７
年
度
末
は
約
２８
％
で
あ
り
、
お

お
む
ね
計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
。

道
路
維
持
補
修
事
業
の
債
務
負
担
行
為

�
限
度
額
１
億
５
０
０
０
万
円

　
地
域
経
済
に
配
慮
し
、
年
度

末
か
ら
年
度
初
め
に
か
け
て
継

続
的
な
工
事
を
行
う
た
め
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

水
道
施
設
耐
震
化（
配
水
管
更
新
）

事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
２
億
５
０
０
０
万
円

　
地
域
経
済
に
配
慮
し
、
年
度

末
か
ら
年
度
初
め
に
か
け
て
継

続
的
な
工
事
を
行
う
た
め
の
限

度
額
を
設
定
し
ま
す
。

委
員

水
道
建
設
課
長

▲再開発される七日町第５ブロック

議会報研修会に参加
　平成２８年１１月９日に、県市議会議長会主催の議
会報研修会が村山市で開催され、議会報委員５人
が参加しました。
　株式会社山形新聞社編集局整理部長の斎藤敏広　
氏を講師に迎え、「読んでもらえる議会報づくり」
の演題で行われました。新聞の製作方法を参考に、
現場の大きさや様子がよく分かる写真の撮り方や、
理解しやすい記事・見出しの書き方などの誌面作
りのポイントを学びました。また、各市の議会報
を題材に、作成のポイントなどのアドバイスをい
ただきました。今回の研修成果を生かし、より親
しんでもらえる、魅力ある「やまがた市議会報み
ちしるべ」をつくるため努力してまいります。

と　き　２月１１日（土・祝）　午前１０時〜午後３時３０分
ところ　‌�上山城〜市内（中心市街地や温泉街などを練

り歩きます）
内　容　‌�江戸時代から伝わるケンダイというミノをか

ぶった若者に祝いの水をかけ、五穀豊穣と商
売繁盛、火伏せを祈る上山の冬の風物詩です。

問い合わせ先　上山市観光物産協会　☎６７２－０８３９

上山市 上山市民俗行事　加
か
勢
せ
鳥
どり

山辺町 まんだらの里　雪の芸術祭
と　き　２月４日（土）
ところ　作谷沢ふれあい自然館とその周辺
内　容　‌�雪のオブジェや炎に囲まれる幻想的な祭りです。
問い合わせ先　作谷沢公民館　☎６６６－２１２１

中山町 柏倉九左ェ門家ひな祭り
と　き　３月３日（金）〜３月２６日（日）※水曜定休
　　　　午前１０時〜午後４時
ところ　中山町大字岡８　柏倉九左ェ門家
内　容　‌�江戸時代大庄屋を勤めた柏倉九左ェ門家のお

雛まつり。暮らしとともに伝承されてきたお
雛飾りが展示されています。雅やかな享保雛、
古今雛、珍しい人形として「五人官女」があ
ります。

　　　　【料金】高校生以上５００円、小・中学生３００円
問い合わせ先　柏倉九左ェ門家　☎６６２－３５２１ ▲読みやすい誌面作りを学びました
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常任委員会

　
　
　
病
棟
は
ど
の
よ
う
に
再
編

す
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
へ
の
説

明
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
８
階
西
病
棟

を
閉
鎖
し
、
糖
尿
病
な
ど
の
内
科

と
眼
科
、
皮
膚
科
を
他
の
病
棟
へ

移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
病
棟
閉

鎖
で
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
は
病
児
・‌

病
後
児
保
育
施
設
や
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
室

の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。
市
民

へ
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
や
ま
が
た
で
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
今
回
の
病
床
削
減
は
県
か

ら
の
要
請
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
県
か
ら
は
地

域
医
療
構
想
へ
の
協
力
の
依
頼
は

あ
る
が
、
具
体
的
な
話
は
な
い
。

　
　
　
人
口
３０
万
人
都
市
を
目
指

す
中
で
、
将
来
、
病
床
数
を
増
や

す
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
閉
鎖
し
た
病

棟
へ
別
の
施
設
を
設
置
し
た
後
に

病
床
数
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い

が
、
今
後
、
済
生
館
を
改
築
す
る

病

院

済
生
館
の
病
床
数
を
削
減

委
員

済
生
館
管
理
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

と
き
は
将
来
の
医
療
需
要
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
県
の
構
想
で
は
、
急※
１
性
期

の
病
床
が
過
剰
で
、
回※
２
復
期
・
慢※
３

性
期
の
病
床
が
不
足
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
病
床
を
削
減
す
る

の
で
は
な
く
回
復
期
・
慢
性
期
に

振
り
替
え
る
と
い
う
議
論
は
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
済
生
館
は
救

急
搬
送
を
村
山
構
想
区
域
で
一
番

多
く
受
け
入
れ
て
お
り
、
病
院
の

機
能
と
し
て
は
将
来
的
に
も
急
性

期
を
担
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
県
は
、
急
性
期
の

病
床
に
回
復
期
・
慢
性
期
の
患
者

が
入
院
し
て
い
る
場
合
を
指
摘
し

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
病
院
が
病

床
機
能
を
転
換
す
る
こ
と
で
、
地

域
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
説
明
会
に
参
加
し
た
も
の

の
応
募
し
な
か
っ
た
事
業
者
の
理

由
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
施
設

を
整
備
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
回
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た

事
業
者
へ
の
調
査
を
検
討
し
た
い
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

今
後
、
さ
ら
な
る
工
夫
に
よ
る
改

善
を
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
事
業
計
画
な
ど

に
、
改
善
点
や
管
理
手
法

を
向
上
さ
せ
る
要
素
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
球

技
場
の
利
用
は
好
調
で
あ

る
が
、
日
中
の
利
用
率
な

ど
を
含
め
た
課
題
が
あ
る
。

文　
化
・

ス
ポ
ー
ツ

球
技
場
の
指
定
管
理

を
審
査

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

▲病児・病後児保育施設などの整備を検討（８階西病棟）

▲指定管理でさらなる利用改善が期待される市球技場

　
　
　
審
査
項
目
の
う
ち
、
安
全

管
理
に
関
す
る
取
り
組
み
の
点
数

が
低
い
と
感
じ
る
が
、
安
全
管
理

の
考
え
方
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
仕
様
書
の
基

準
を
満
た
し
て
お
り
、
安
全
管
理

が
で
き
る
も
の
と
判
断
し
て
い
る

が
、
な
お
一
層
安
全
管
理
を
徹
底

こ
ど
も

べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば
の
指
定
管

理
を
審
査

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
委
託
金
額
を
減
額
し
た
の

商
工
業

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

造
成
の
委
託
金
額
を
変
更

委
員

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会で

※１　急性期…状態の早期安定化に向けた医療を必要とする時期。
※２　回復期…急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーションを必要とする時期。
※３　慢性期…長期にわたり療養が必要となる時期。 6
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て
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
農
業
委
員
会
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
が
地

域
の
代
表
で
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
意
見
が
し
っ
か
り
と
反
映

さ
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

公
募
推
薦
と
な
る
が
、
選
考
す
る

際
に
地
域
性
を
考
慮
し
て
い
き
た

い
。な
お
、委
員
の
選
考
に
当
た
っ

て
は
公
平
性
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。

　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

委
員

農
委
事
務
局
長

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
報
酬
額
を
定
め
る

委
員

は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
　
造
成
工
事
の
執

行
差
金
の
ほ
か
、
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
と
償
還
利
率
の
見
込

み
と
の
金
利
差
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
。

雇
用
創
出
課
長

員
の
報
酬
を
月
額
３
万
円
と
し
た

積
算
根
拠
は
何
か
。

　
　
　
　
　
費
用
弁
償
と
し
て
１

日
当
た
り
１
万
４
０
０
円
、
活
動

日
数
を
月
３
日
程
度
と
考
え
、
３

万
円
と
し
て
い
る
。

　
　
　
活
動
日
数
が
想
定
よ
り
大

幅
に
上
回
る
場
合
に
は
見
直
し
を

考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
国
で
は
農
地
利
用
最

適
化
交
付
金
に
よ
り
、
実
績
に
よ

る
報
酬
の
上
乗
せ
も
指
導
し
て
い

る
が
、
実
際
ど
の
く
ら
い
交
付
さ

れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
況
な
ど

も
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

職
員
課
長

委
員

職
員
課
長

　
　
　
連
帯
保
証
人
な
ど
の
要
件

緩
和
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
改
正
は
、‌

住
所
要
件
や
福
島
に
持
ち
家
が
あ

る
場
合
な
ど
も
対
象
と
す
る
緩
和

が
主
で
あ
り
、
連
帯
保
証
人
の
住

所
要
件
の
限
定
は
し
て
い
な
い
。

委
員

管
理
住
宅
課
長

よ
る
措
置
が
あ
る
。
本
市
の
場
合

は
、
移
転
型
事
業
の
減
収
分
の
２

分
の
１
が
補
填
さ
れ
る
が
、
拡
充

型
事
業
は
補
填
さ
れ
な
い
。

　
　
　
県
の
認
定
を
受
け
た
事
業

者
が
対
象
と
な
る
よ
う
だ
が
、
要

件
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
県
で
策
定
し
て
い

る
地
域
再
生
計
画
・
山
形
県
企
業

立
地
活
性
化
計
画
に
基
づ
く
計
画

区
域
へ
の
立
地
で
あ
る
こ
と
や
、

会
社
の
総
括
的
な
管
理
部
門
や
研

究
開
発
部
門
、
情
報
処
理
部
門
な

ど
の
特
定
業
務
施
設
の
移
転
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
増
加
さ
せ
る
従

業
員
数
を
１０
人
以
上
と
す
る
こ
と

な
ど
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
は
一
部
の
山
間
部
な
ど
を
除
い

た
ほ
ぼ
全
域
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

委
員

資
産
税
課
長

▲変わる農業委員会制度

　山形市議会の会議録は議会事務局
のほか、県立図書館や市立図書館で
も見ることができるよ。また、議会
ホームページでも会議録検索システ
ムから用語や会議期間を指定して会
議の内容を見ることができるんだ。
ぜひ活用してみてね。

A

議会あれ
　　 これ

はながたベニちゃんの

教えて！！

　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
は
、
今
後
の
状
況
を
踏

ま
え
て
変
更
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区
の
状
況

な
ど
を
考
慮
し
、
見
直
し
も
含
め

行
政
委
員
会

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

を
新
設

委
員

農
委
事
務
局
次
長

　
　
　
市
営
住
宅
に
居
住
し
て
い

る
避
難
者
は
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
、
県
内
の

公
営
住
宅
に
住
ん
で
い
る
世
帯
は

８
世
帯
で
、
う
ち
２
世
帯
が
自
主

避
難
者
で
あ
る
。
当
初
、
本
市
で

も
８
戸
準
備
し
て
い
た
が
申
し
込

み
は
な
か
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
の

市
営
住
宅
へ
の
入
居
が
可
能
に

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
　
　
軽
減
に
よ
る
減
収
分
は
ど

の
よ
う
な
形
で
補
填
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
自
治
体
の
財
政

力
指
数
に
応
じ
た
普
通
交
付
税
に

税

金

本
市
に
本
社
機
能
を
移
転
し
た

事
業
者
の
固
定
資
産
税
を
軽
減

委
員

資
産
税
課
長

議会の会議録を見たいときは
どうするといいベニ？Q
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平
成
２８
年
１２
月
２２
日
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
選
挙
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
】

　
細ほ
そ
谷や　
伸の
ぶ
夫お 

氏
（
旅
篭
町
）

　
岩い
わ
城き　
愼し
ん
二じ 

氏
（
大
手
町
）

　
髙た
か
橋は
し　
春は
る
美み 

氏
（
東
原
町
）

　
栗く
り
原は
ら　
啓け
い
市い
ち 

氏
（
七
日
町
）

【
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員
】

　
佐さ

藤と
う　
澄す
み
子こ 
氏
（
伊
達
城
）

　
安あ

部べ　
信の
ぶ
雄お 

氏
（
江
南
）

　
勝か
つ
見み　
祐ゆ
う
子こ 

氏
（
銅
町
）

　
佐さ

藤と
う　
昌ま
さ
子こ 

氏
（
江
南
）

人
事
案
件

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と

同
補
充
員
を
決
定

　
１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
１
件
で
す
。
関
係
機
関
に

送
付
し
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
が
、
国
の
将
来
に

と
っ
て
重
要
な
政
治
課
題
と
な
り
、

そ
の
実
現
に
向
け
地
方
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
方
議
会
議

員
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
の

意
向
を
く
み
と
り
、
的
確
に
執
行

機
関
の
監
視
や
政
策
提
言
等
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
議
員
は
、
議
会
活
動
の

ほ
か
様
々
な
議
員
活
動
を
行
っ
て

お
り
、
近
年
は
、
都
市
部
を
中
心

に
専
業
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
、
統
一
地
方
選
挙
の
結

果
を
み
る
と
、
住
民
の
関
心
の
低

さ
や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不

足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
層
か

ら
の
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に
お

け
る
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地

方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の

た
め
の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

意
見
書
（
要
旨
）

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
１
月
臨
時
会
を
１
月
６
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
平
成
２８
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
の
議
案
１
件
が
上

程
さ
れ
、
総
務
・
厚
生
分
科
会
に

分
割
付
託
の
上
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
審
査
終
了
後
に
本
会
議
を

再
開
し
、
予
算
委
員
長
の
報
告
を

受
け
た
後
、
採
決
し
た
結
果
、
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

１
月
臨
時
会

委
員
会

視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施

策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど

へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
議
会
運
営
委
員
会
の
視
察
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

１０月１２日（水）
　〜１４日（金）

奈良県奈良市
滋賀県栗

りっ
東
とう
市

大阪府大東市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会
（２班）

１０月２６日（水）
　〜２８日（金）

神奈川県厚木市
神奈川県鎌倉市
神奈川県茅ヶ崎市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会（２班）議会運営委員会（１班）
事業評価や政策提言の積極活用議会をより一層身近なものへ

　茅ヶ崎市では、決算審査のさらなる充実と審査結果を
翌年度予算に反映させるため、平成２１年度より事業評価
を導入しています。４つの分科会で、評価対象事業をそ
れぞれ５事業程度選定し、決算審査の中で、行政側の自
己評価を踏まえた事業の方向性を議論し、その評価結果
（「拡充」、「現状のまま継続」、「縮小」、「休廃止」）を市
長に通知しています。また、２６年度より各常任委員会ご
とにテーマを設定し、調査研究、委員間討議などを経て
最終的に政策提言を行うなど、本市においても今後検討
すべき事項として、大変参考になるものでした。

　大東市では、より開かれた議会を目指し、さまざまな
議会活性化の取り組みを行っています。平成２６年４月か
ら従来の定例会制ではなく、より柔軟な対応ができるよ
う閉会中の期間がなく、いつでも会議を開くことができ
る通年議会を開始しています。また、市民から議会がよ
り身近なものに感じてもらえるように、政策意見交換会
や政策タウンミーティング、夜間議会・日曜議会、議場
コンサート・講演、出前委員会などさまざまな取り組み
を行っています。本市においても今後検討すべき事項と
して、大変参考になるものでした。
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◆ ○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆石澤秀夫議長は採決に加わらない。　◆「無」は会派所属なし。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
� 会派
� 議員名

議案番号

翔政会 市民連合山形市議団 緑政会 共産党 公明党 無 斎
藤
武
弘
副
議
長

石
澤
秀
夫
議
長

議決
結果

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

髙
橋
昭
弘

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤

孝

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

小
野

仁

斎
藤
淳
一

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

尾
形
源
二

議 第 ７３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ○ ○ ○ ○ ○ − 可決
議 第 ８６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 可決
議 第 ８７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 可決
議 第 ８９ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 可決
議 第 ９６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × 退 × × × ○ ○ ○ ○ ○ − 可決

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第８号

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見
書の提出について
　内容は８ページの「意見書（要旨）」をご覧
ください。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７３号

平成２８年度山形市一般会計補正予算
　経済対策臨時福祉給付金給付事業、企業立地
促進事業費助成金交付事業、小学校トイレ改修
事業、中学校空調設備改修事業、蔵王温泉スキー
場インバウンド推進事業、高齢者保健福祉計画
策定事業などに係る補正予算です。

可決
（一覧表参照）

議第７４号

～

議第８１号

平成２８年度山形市水道事業会計補正予算、平成
２８年度山形市国民健康保険事業会計補正予算、
平成２８年度山形市後期高齢者医療事業会計補正
予算、平成２８年度山形市介護保険事業会計補正
予算、平成２８年度山形市区画整理事業会計補正
予算、平成２８年度山形市駐車場事業会計補正予
算、平成２８年度山形市公設地方卸売市場事業会
計補正予算、平成２８年度山形市農業集落排水事
業会計補正予算
　今年度の事業実績に基づく歳入歳出の見込み
や人件費、前年度繰越金の精算などに係る補正
予算です。

可決
（全会一致）

議第８２号
字の区域及び名称の変更について
　飛地の整理に伴い、字の区域および名称を変
更するものです。

可決
（全会一致）

議第８３号
「業務委託契約の締結について」の一部変更に
ついて（新産業団地開発事業に係る造成業務）
　山形中央インター産業団地開発事業に係る造
成業務の委託金額を変更するものです。

同意
（全会一致）

議第８４号
指定管理者の指定について（べにっこひろば及
びべにっこひろば子育て支援センター）
　施設の管理を指定管理者に行わせるものです。

可決
（全会一致）

議第８５号 指定管理者の指定について（球技場）
　施設の管理を指定管理者に行わせるものです。

可決
（全会一致）

議第８６号

山形市農業委員会の委員及び農地利用最適化推
進委員の定数に関する条例の設定について
　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農
業委員会の委員および農地利用最適化推進委員
の定数を定めるものです。

可決
（一覧表参照）

議第８７号
農業委員会等に関する法律の改正に伴う関係条
例の整備に関する条例の設定について
　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、関
係条例の廃止および改正するものです。

可決
（一覧表参照）

議第８８号

山形市地方活力向上地域における固定資産税の
不均一課税に関する条例の設定について
　就業の機会の創出および経済基盤の強化を図
るため、本市に本社機能を移転した事業者に対
する固定資産税の税率を軽減するものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第８９号

山形市特別職の職員の給与に関する条例の一部
改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
特別職の職員および市議会議員の期末手当の支
給割合を改定するほか、農業委員会農地利用最
適化推進委員の報酬の額を定めるものです。

可決
（一覧表参照）

議第９０号

山形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時
間その他の勤務条件に関する条例の一部改正に
ついて
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
教育長の期末手当の支給割合を改定するもの‌
です。

可決
（全会一致）

議第９１号

山形市一般職の職員の給与に関する条例の一部
改正について
　人事院勧告および県人事委員会勧告を考慮し、
給料月額などの改定を行うとともに、中核市移
行に向け採用する獣医師の給料の取り扱いを定
めるものです。

可決
（全会一致）

議第９２号
山形市一般職の職員に対する退職手当支給条例
の一部改正について
　雇用保険法の改正に伴い、規定を整備するも
のです。

可決
（全会一致）

議第９３号

山形市市税条例等の一部改正について
　地方税法等の改正に伴い、医療費控除の特例
を創設するとともに、軽自動車税におけるグリー
ン化特例の期間を延長するほか、固定資産税の
課税標準の特例措置の導入など所要の改正をす
るものです。

可決
（全会一致）

議第９４号
山形市国民健康保険税条例の一部改正について
　外国人等の国際運輸業に係る所得に対する相
互主義による所得税等の非課税に関する法律の
改正に伴い、所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第９５号
山形市営住宅条例の一部改正について
　東京電力原子力事故による避難者が市営住宅
に入居できるようにするものです。

可決
（全会一致）

議第９６号
山形市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正について
　済生館の病床数を削減するものです。

可決
（一覧表参照）

議第９７号

山形市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等
の一部改正について
　育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行
う労働者の福祉に関する法律等の改正に伴い、
介護時間の新設など所要の改正をするものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号 平成２８年度山形市一般会計補正予算
　低所得世帯の経済的負担を軽減するための福祉灯油購入費等給付事業に係る補正予算です。

可決
（全会一致）
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佐
藤　
秀
明 

議
員

山
形
市
の
将
来
を
見
据
え
た

都
市
整
備
を

※　パリ協定…温暖化ガス排出削減のための国際条約。

　
　
過
大
な
産
業
団
地
の
開
発
や

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
の
見
直
し
は
、
急
ぐ
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

Q

　
　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
許

可
の
規
制
緩
和
に
向
け
て
検
討
し

て
い
る
。
産
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

地
区
計
画
制
度
な
ど
の
手
法
も
含

め
て
検
討
し
た
い
。

A

　
　
中
学
校
の
区
域
ご
と
に
年
齢

構
成
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保
つ
こ
と

が
、
持
続
可
能
な
地
域
を
つ
く
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
各
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
、
本
市
全
体
が
発
展
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
今
後

の
施
策
に
反
映
し
て
い
く
。

　
　
外
国
人
技
能
実
習
適
正
化
法

と
改
正
出
入
国
管
理
・
難
民
認
定

法
が
成
立
し
、
今
後
、
介
護
職
場

で
多
く
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
る

こ
と
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
本
市
に
外
国
人
の
方
が
移
住

す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
歓
迎
す

る
も
の
の
、
無
理
が
生
じ
な
い
中

で
の
受
け
入
れ
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
　
パ※

リ
協
定
を
受
け
て
、
新
た

な
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
平
成
２９
年
度
に
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
の
見
直
し
に
着
手

す
る
予
定
で
あ
る
。
長
期
に
わ
た

る
計
画
と
な
る
た
め
、
こ
の
間
の

技
術
の
進
歩
を
想
定
し
た
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
型
の
支
援

QAQ

AQ

AQ

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
１２
月
定
例
会
で
は
、
１１
月

２９
日
と
３０
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
翔

政

会
）

伊
藤　
香
織
地
域
資
源
を
生
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
、
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
市
民
と
大
学
の
連
携
構
築
、

蔵
王
駅
前
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス　
ほ
か

遠
藤　
和
典

（
翔

政

会
）
危
機
管
理
、続　
財
源
確
保
、農
地
の
高
度
利
用
、

仙
山
交
流
の
充
実
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
観
光

教
育　
ほ
か

渋
江　
朋
博

（
緑

政

会
）
３０
万
人
都
市
実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み
、
国
際
施

策
、
ご
み
の
夜
間
回
収
の
実
施
、
野
良
猫
対
策
、

子
育
て
支
援　
ほ
か

高
橋　
公
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

山
形
市
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
推
進

条
例
制
定
の
動
き
の
中
で
、
新
生
児
聴
覚
検
査
、

山
形
市
手
話
言
語
条
例
の
制
定　
ほ
か

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

武
田　
新
世
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
・
起
業
支
援
、
中
核

市
移
行
、
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
、
子
育
て
支

援
、
観
光
振
興
施
策
、
認
知
症
対
策　
ほ
か

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

阿
曽　
　
隆
熊
本
地
震
を
う
け
て
の
防
災
対
策
、
学
校
図
書
館

の
充
実
、
住
生
活
の
安
定
の
た
め
に
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
双
葉
地
区
の
小
学
生
へ
の
対
応

佐
藤　
秀
明

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
土
地
利
用
、
外
国
人
住
民
、
環

境
問
題
、
福
祉
・
居
場
所
づ
く
り
、
屋
内
ス
ケ
ー

ト
場
、
交
通
環
境　
ほ
か

中
野　
信
吾

（
翔

政

会
）
山
寺
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
斎
場
の
移
転

と
建
設
計
画
、
公
共
交
通
網
の
整
備
・
駅
前
再
開

発
、
有
害
鳥
獣
対
策　
ほ
か
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農※

業
地　
高
度
利
用
で
産
業
化　

農
政
サ
イ
ド
の
企
業
育
成

遠
藤　
和
典 
議
員

　
　
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ
ロ
を

想
定
し
た
図
上
訓
練
や
市
民
対
象

の
訓
練
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
計
画
の　
実
効
性
を
確
保
せ
よ　

共
有
す
べ
し
危
機
へ
の
対
処
」

　
　
国
民
保
護
法
に
基
づ
く
役
割

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
国

や
県
の
合
同
訓
練
に
参
加
す
る
な

ど
非
常
事
態
に
備
え
て
い
く
。「
守

る
す
べ　
国
県
と
も
に
洗
い
出
し　

あ
ま
ね
く
伝
え
皆
で
備
え
ん
」

　
　
毎
年
の
財
源
負
担
を
平
準
化

す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
も
っ
と
活

用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。「
大
事

だ
ね　
資
金
需
要
の
平
準
化　
ど

ん
な
事
業
に
活
用
す
る
や
ら
」

QAQ の
在
り
方
は
ど
う
か
。

　
　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
、
地
域
に
お
け
る

自
発
的
な
支
え
合
い
づ
く
り
を
進

め
、
必
要
な
支
援
を
す
る
こ
と
で

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
型
を
さ
ら
に
増
や
し

て
い
き
た
い
。

　
　
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ

て
い
る
助
成
に
は
限
り
が
あ
る
た

め
、
市
が
行
っ
て
い
る
補
助
制
度

を
見
直
し
、
拡
充
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
の
人
口
規
模
で
屋
内
ス

ケ
ー
ト
場
を
民
間
で
経
営
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
民
間
施
設
で
あ
る
こ
と
や
県

内
唯
一
の
屋
内
ス
ケ
ー
ト
場
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
県
や
競
技

団
体
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
観
光
振
興
の
た
め
に
西
蔵
王

展
望
広
場
ま
で
の
道
路
を
拡
張
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
塔
前
か
ら
展

望
広
場
ま
で
の
区
間
は
公
園
管
理

者
の
県
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、

代
替
ル
ー
ト
も
含
め
た
円
滑
な
交

通
の
確
保
に
向
け
協
議
し
て
い
く
。

　
　
市
道
八
森
線
の
平
成
２９
年
２

月
完
成
に
合
わ
せ
、
バ
ス
路
線
を

開
通
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
運
行
事
業
者
か
ら
は
、
お
お

む
ね
要
望
ど
お
り
の
経
路
に
変
更

す
る
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
２９
年
１０
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時

か
ら
の
対
応
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

AQ

AQA

QA

QA

　
　
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
の
事
業
に

民
間
活
力
を
導
入
し
実
施
す
る
よ

う
努
め
て
い
く
。「
民
活
で　
元

手
を
作
る
幾
多
の
手　
よ
り
ふ
さ

わ
し
き
道
を
選
ば
ん
」

　
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
に
、
民
間
事

業
者
の
自
由
な
発
案
を
も
っ
と
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

「
活
力
を　
民
間
か
ら
も
い
た
だ

こ
う　
自
由
な
発
想
公
約
前
進
」

　
　
実
効
性
が
高
ま
る
よ
う
、
民

間
事
業
者
が
発
案
し
や
す
い
体
制

の
整
備
や
制
度
の
周
知
を
検
討
し

て
い
く
。「
よ
り
前
へ　
ま
ち
の

元
気
を
引
き
出
さ
ん　
二
十
五
万

の
知
恵
を
集
め
て
」

　
　
農
用
地
を
農
業
産
業
団
地
や

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地
と
し
て
雇

用
創
出
の
拠
点
に
し
て
は
ど
う
か
。

「
農
業
地　
高
度
利
用
で
産
業
化　

農
政
サ
イ
ド
の
企
業
育
成
」

　
　
先
進
事
例
を
参
考
に
調
査
研

究
し
、
農
業
戦
略
本
部
な
ど
で
集

出
荷
施
設
や
加
工
施
設
な
ど
の
農

業
産
業
団
地
化
や
農
業
を
担
う
企

業
の
誘
致
を
検
討
し
て
い
く
。「
山

形
の　
土
地
と
人
と
を
活
か
す
道　

拓
く
手
立
て
は
団
地
造
成
」

　
　
ミ
ニ
公
募
債
や
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど

民
間
資
金
の
共
同
調
達
で
、
仙
山

交
流
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。「
交

流
の　
広
報
兼
ね
る
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ　
市
民
の
理
解
連
携
支
え
」

　
　
提
案
の
取
り
組
み
が
実
現
す

れ
ば
Ｐ
Ｒ
効
果
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
ふ
さ
わ
し
い
事
業
が

あ
る
か
調
査
研
究
し
て
い
く
。「
仙

山
の　
気
運
高
め
る
調
達
の　
手

立
て
求
め
て
き
ず
な
深
ま
る
」

　
　
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
を

複
数
新
設
し
、
子
育
て
環
境
を
充

実
さ
せ
て
は
ど
う
か
。「
病
気
で

も　
不
安
に
さ
せ
ぬ
配
慮
か
な　

複
数
配
置
で
保
護
者
安
心
」

　
　
済
生
館
の
病
床
削
減
に
よ
る

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
病
児
・‌

病
後
児
保
育
を
検
討
し
て
い
る
。

当
面
は
市
中
心
部
で
事
業
を
行
い

な
が
ら
、
市
南
部
や
西
部
へ
の
配

置
も
検
討
し
て
い
く
。「
病
気
で

も　
不
安
に
さ
せ
ぬ
そ
の
た
め
に　

皆
で
知
恵
出
し
皆
で
汗
か
き
」

　
　
平
成
２７
年
１２
月
の
議
会
で
提

言
し
た
、
観
光
教
育
推
進
に
向
け

た
検
討
状
況
は
ど
う
か
。「
観
光

を　
通
じ
て
学
ぶ
地
域
愛　
明
日

の
山
形
担
う
は
君
ら
」

　
　
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
や
観
光
を

取
り
巻
く
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

観
光
基
礎
や
観
光
実
務
な
ど
の
科

目
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。「
再

発
見　
郷
土
の
魅
力
と
物ス
ト
ー
リ
ー

語
性　

我
ら
若
人
発
信
・
発
見
」

AQAQ

AQAQ

AQA

▲非常事態 想定しながら図上訓練 今後の実施検討求む ▲温暖化対策は早急な課題

※　遠藤和典議員が質問の一部を短歌形式で行い、市長も同様の形式で回答した。
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危
険
な
道
路
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

渋
江　
朋
博 

議
員

山
寺
の
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
す
取
り
組
み
を

中
野　
信
吾 

議
員

　
　
山
寺
を
世
界
遺
産
に
登
録
す

る
た
め
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
世
界
遺
産
登
録
は
、
全
国
的

に
県
や
広
域
で
の
取
り
組
み
が
多

QA

い
状
況
で
あ
り
、
県
に
も
相
談
し

情
報
収
集
し
な
が
ら
、
今
後
の
進

め
方
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
立
石
寺
根
本
中
堂
の
御
開
帳

Q
　
　
小
白
川
街
道
の
歩
行
者
の
安

全
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保
す

る
た
め
の
電
柱
の
集
約
は
地
元
の

同
意
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
も
意
見
を
交
換
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。
国
道
１３
号
の
下
を

通
る
箇
所
に
は
、
運
転
者
へ
の
注

意
喚
起
と
視
認
性
を
高
め
る
た
め
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
路
面
反
射
材

の
設
置
な
ど
の
安
全
対
策
を
強
化

し
て
い
く
。

　
　
仙
台
市
が
人
口
減
少
を
見
込

ん
で
い
る
中
で
、
仙
山
間
の
交
通

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
人
口
増
加
に
つ
な
が

QAQ

の
周
期
短
縮
を
働
き
掛
け
て
は
ど

う
か
。

　
　
山
寺
の
知
名
度
向
上
と
観
光

振
興
に
つ
な
が
る
た
め
、
意
見
を

立
石
寺
に
伝
え
た
い
。

　
　
流
通
セ
ン
タ
ー
の
特
別
用
途

地
区
建
築
条
例
を
廃
止
し
、
多
業

種
の
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
で
活

性
化
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新

斎
場
の
候
補
地
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
協

同
組
合
や
商
工
団
体
な
ど
と
流
通

団
地
の
在
り
方
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
以
外
の
駅
は
、

バ
ス
停
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く

な
い
。
各
駅
と
路
線
バ
ス
の
連
絡

を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
各
駅
の
利
用
実
態
や
今
後
の

鉄
道
と
バ
ス
の
利
用
見
込
み
な
ど

を
参
考
に
、
鉄
道
と
バ
ス
と
の
連

絡
強
化
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
猟
友
会
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
も
、
捕
獲
し
た
有
害
鳥
獣
は
市

が
処
分
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
ペ
ッ
ト
や
路
上
死
の
小
動
物

と
の
兼
ね
合
い
や
焼
却
炉
の
空
き

状
況
な
ど
を
調
整
し
、
可
能
な
限

り
受
け
入
れ
て
も
ら
う
よ
う
広
域

環
境
事
務
組
合
と
協
議
し
て
い
く
。

AQ

AQA

QA

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
交
通
網
を
整
備
し
移
動
時
間

を
短
縮
す
る
こ
と
で
本
市
と
仙
台

市
が
経
済
圏
と
し
て
発
展
し
、
人

口
の
ダ
ム
機
能
を
は
じ
め
、
東
北

の
け
ん
引
役
を
果
た
す
方
向
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　
国
際
的
な
事
業
を
一
元
的
に

所
管
す
る
部
署
を
創
設
し
、
よ
り

戦
略
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
進

め
て
は
ど
う
か
。

　
　
諸
外
国
を
対
象
と
し
た
施
策

は
各
部
署
が
担
当
す
る
施
策
と
密

接
に
関
わ
る
た
め
、
各
部
署
間
の

連
携
を
さ
ら
に
強
め
、
必
要
に
応

じ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
イ
ク
ボ
ス
を
推
進
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
２８
年
度
の
初
め
に
全
て

の
管
理
職
が
イ
ク
ボ
ス
宣
言
を
行

い
、
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
仕

事
の
見
直
し
や
、
休
暇
の
取
得
促

進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
県
の
山
形
い
き
い
き
子
育
て

応
援
企
業
に
対
す
る
奨
励
金
に
上

乗
せ
す
る
な
ど
、
県
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
同
企
業
へ
の
競
争
入
札
の
際

の
優
遇
措
置
を
２９
年
度
か
ら
設
け

る
こ
と
に
加
え
、
一
定
の
条
件
を

満
た
し
た
育
児
休
業
取
得
者
が
い

る
企
業
へ
も
優
遇
措
置
を
導
入
す

る
予
定
で
あ
る
。
県
と
連
携
し
な

が
ら
、
奨
励
金
交
付
制
度
の
周
知

に
努
め
て
い
く
。

　
　
消
防
団
の
さ
ら
な
る
組
織
強

化
に
向
け
て
、
副
団
長
職
の
定
数

を
増
や
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
副
団
長
の
業
務
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
副
団
長
職
の
定
数

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
民
間

事
業
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
の
た
め
、
社
会
保
険
労
務
士
を

中
心
と
し
た
専
門
家
に
よ
る
労
働

条
件
審
査
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
さ
ら
な
る
実
態
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、
全
国
の
状

況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
軽
度
の
障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
が
受
験
や
テ
ス
ト
を
行
う
際
は
、

障
が
い
に
合
わ
せ
た
配
慮
を
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
高
校
受
験
の
場
合
は
、
配
慮

す
べ
き
事
項
を
確
認
し
、
別
室
に

よ
る
受
験
や
座
席
位
置
の
配
慮
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
定
期
テ
ス
ト

の
時
間
延
長
や
別
室
受
験
な
ど
は
、

他
の
児
童
生
徒
と
の
平
等
性
を
考

慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQA

QAQA

▲小白川街道に安全な歩行空間の確保を
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新
し
い
児
童
遊
戯
施
設
は

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
も
の
に

高
橋　
公
夫 
議
員

　
　
新
た
な
児
童
遊
戯
施
設
の
建

設
予
定
地
と
し
て
、
南
山
形
地
区

の
東
北
文
教
大
学
周
辺
区
域
を
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
進
め
方
は
ど
う
か
。
ま
た
、

地
域
の
特
性
を
考
慮
し
た
施
設
に

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
今
後
は
具
体
的
な
用
地
の
調

査
を
行
い
、
関
係
者
と
協
議
を

行
っ
た
上
で
決
定
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
南
山
形
地
区
の
地
域
資
源

を
生
か
し
た
運
営
で
、
市
南
部
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
施

設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
仮
称
）
山
形
市
障
が
い
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
推
進
条

QAQ
　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
と
し
て
、

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け
入
れ
態

勢
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

の
か
。

　
　
山
形
・
上
山
・
天
童
三
市
連
携

観
光
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
と

山
形
大
学
医
学
部
先
端
医
療
国
際

交
流
推
進
協
議
会
が
連
携
を
図
り

整
備
し
て
い
く
。ま
た
、Ｄ※
１
Ｍ
Ｏ
が

主
体
と
な
り
、旅
行
商
品
の
企
画
・

造
成
・
販
売
を
併
せ
て
行
っ
て
い

く
。
本
市
と
し
て
も
外
国
人
旅
行

者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
次
世
代
型
重
粒
子
線
が
ん
治

療
装
置
の
一
部
に
県
内
企
業
の
部

品
を
採
用
し
た
い
と
の
報
道
が

あ
っ
た
が
、
本
市
も
企
業
へ
の
協

力
な
ど
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
研
究
開
発
工

場
を
誘
致
し
産
業
発
展
や
雇
用
創

出
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
医
療
産
業
へ
の
新
規
参
入
や

取
引
拡
大
の
絶
好
の
機
会
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
し
て
い
く
。
新
た
な
産
業
団
地

基
本
構
想
で
、
研
究
開
発
工
場
の

誘
致
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
大※
２
岡
山
の
登
山
道
整
備
へ
支

援
す
る
と
と
も
に
、
登
山
口
付
近

に
公
衆
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
楯
山
地
区
の

方
々
が
登
山
道
を
整
備
し
、
コ
ー

ス
マ
ッ
プ
や
案
内
看
板
の
製
作
・

設
置
を
行
い
、
安
全
に
登
山
を
楽

し
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
検
討
し

て
い
く
。
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
、

登
山
者
の
状
況
を
把
握
し
、
整
備

や
維
持
管
理
経
費
も
踏
ま
え
て
地

元
の
方
々
と
検
討
し
て
い
く
。

QA

Q

AQ

A

例
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
制
定

を
目
指
す
の
か
。

　
　
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
合

わ
せ
て
、
市
民
の
意
識
と
理
解
に

よ
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
重
要

で
あ
る
。
条
例
の
検
討
は
、
障
が

い
の
無
い
方
の
意
見
も
取
り
入
れ

な
が
ら
進
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
障
が
い
へ
の
理
解

を
深
め
、
差
別
の
解
消
に
向
け
た

推
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
　
障
が
い
者
雇
用
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、
５０
人
未
満
の
事
業
所

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
た
情
報
提
供
や
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
労
働
局
と
連
携
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
施
策
と

制
度
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
協
議
し
て
い
く
。

　
　
新
生
児
聴
覚
検
査
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
国
か
ら
求
め
ら
れ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、受
診
状
況

を
把
握
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
乳
児
期
の
健
診
を
医
療
機
関

に
委
託
し
て
い
る
現
状
な
ど
か
ら
、

積
極
的
な
把
握
は
し
て
い
な
か
っ

た
。
今
後
は
産
科
医
療
機
関
と
連

携
し
、
確
実
に
受
診
状
況
と
受
診

結
果
を
把
握
す
る
方
法
を
検
討
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
を
掲
げ

る
本
市
が
、
県
内
の
自
治
体
に
先

駆
け
て
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の

公
費
負
担
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
今
後
、
産
科
医
療
機
関
へ
の

検
査
実
施
勧
奨
と
受
診
状
況
の
把

握
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、
そ

の
状
況
を
見
て
検
討
し
た
い
。

　
　
全
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
条
例
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
、

学
校
を
含
め
た
市
有
地
内
に
ク
ラ

ブ
を
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
将
来
的
な
児
童
数
や
小
学
校

施
設
の
使
用
予
定
を
十
分
考
慮
す

る
な
ど
一
定
の
要
件
を
定
め
た
上

で
、
小
学
校
敷
地
も
含
め
た
市
有

地
の
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
国
基
準
の
委
託
料
算
定
に
よ

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
民
間
施

設
を
賃
借
す
る
場
合
に
、
賃
借
料

相
当
額
を
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
さ
ら
な
る
ク
ラ
ブ
運
営
の
安

定
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
み
は
ら
し
の
丘
小
学
校
の
教

室
不
足
が
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
教
室
を
確
保
す
る
の

か
。

　
　
平
成
３０
年
度
に
６
教
室
の
増

築
を
行
い
、
各
学
年
３
ク
ラ
ス
体

制
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
教
室
不

足
を
解
消
し
て
い
く
。

AQA

QAQAQ

AQAQA

▲児童数の増加が見込まれるみはらしの丘小の教室確保を ▲山寺の世界遺産登録で観光客の増大を

※１　ＤＭＯ…Destination Management （Marketing） Organization
　　　　　　　地域自らが来訪者を集める、新しい観光まちづくり組織（観光地域経営組織）。
※２　大岡山…‌�山形市の北東に位置し、山頂からは市北部と月山、葉山などを眺めることができ、古くから楯山地区のシンボルとして親しまれて

いる。やまがた百名山に選ばれた。
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地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り

人
口
３０
万
人
を
達
成
せ
よ
！

武
田　
新
世 

議
員

熊
本
地
震
か
ら
真し

ん

摯し

に
学
び

市
民
の
安
全
・
安
心
を
！

阿
曽　
　
隆 

議
員

※１　二代目鍋太郎…‌�日本一の芋煮会で使用されている直径６ｍの大鍋。一代目鍋太郎は現在唐松観音堂前広場にモニュメントとして設置されて‌
いる。

※２　被災建築物応急危険度判定士…‌�大地震や余震により被災した建築物を調べ、その後に発生するさらなる余震などによる倒壊の危険性などの
応急危険度判定を行うことのできる資格を持つ人。

　
　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
を
無
料

と
し
、
条
例
に
定
め
て
計
画
的
に

推
進
す
る
よ
う
建
築
物
耐
震
改
修

促
進
計
画
を
大
幅
に
見
直
す
べ
き

Q

で
は
な
い
か
。

　
　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、

建
築
物
の
耐
震
化
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

A
　
　
人
口
３０
万
人
達
成
の
た
め
に

は
、雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
産

業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。岩

手
県
花
巻
市
で
提
供
し
て
い
る
よ

う
な
レ
ン
タ
ル
工
場
棟
を
新
産
業

団
地
に
も
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
他
市
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
基
本
構
想
の
策
定
を
進
め

て
い
く
。

　
　
静
岡
県
富
士
市
で
は
、
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
課
題

解
決
型
・
伴
走
型
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
で
も
同
様
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

周
知
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
独

QAQA

　
　
地
震
の
際
の
電
気
火
災
を
防

ぐ
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
新
た
な
補

助
制
度
を
つ
く
り
、
広
く
市
民
に

啓
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
啓
発

チ
ラ
シ
を
配
置
し
て
お
り
、今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
設
置
を
推
進

し
て
い
く
。
ま
た
、
設
置
費
用
の

助
成
は
先
進
地
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て
い

く
。

　
　
被※
２
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判

定
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
職
員

は
何
人
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
体
制
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
職
員
登
録
数
は
２３
人
で
あ
る
。

震
度
５
弱
以
上
で
建
物
被
害
が
多

数
把
握
さ
れ
た
場
合
に
、
被
災
建

築
物
危
険
度
判
定
実
施
本
部
を
設

置
し
、
県
建
築
士
会
山
形
支
部
や

県
の
支
援
の
ほ
か
、
被
災
状
況
に

よ
っ
て
は
全
国
的
な
広
域
支
援
を

受
け
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
　
活
断
層
の
近
く
に
あ
る
村
木

沢
小
学
校
や
西
山
形
小
学
校
の
移

転
新
築
を
早
急
に
判
断
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
建
物
の
築
年
数
・
耐
震
性
を

考
慮
し
、
早
い
時
期
に
移
転
や
改

築
に
よ
る
耐
震
化
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
地
元
の
意
見
を
十
分

に
聞
き
、
早
期
に
望
ま
し
い
方
向

QA

QA

QA

自
の
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
核
市
移
行
に
当
た
り
、
市

の
独
自
性
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し

て
い
く
の
か
。

　
　
条
例
の
制
定
や
事
務
の
運
用

に
お
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
空
洞
探
査
車
に
よ
る
道
路
の

空
洞
と
橋
梁
の
内
部
調
査
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
試
験
的
に
調
査
を
行
い
、
有

効
性
を
認
識
し
た
。
さ
ら
な
る
安

全
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
た
め
、

実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
消
防
団
員
の
報
酬
を
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
活
動
に
応
じ
た
適
切
な
も
の

と
な
る
よ
う
見
直
し
て
い
く
。

　
　
産
後
ケ
ア
事
業
の
導
入
を
提

案
し
た
が
、進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
２９
年
度
の
開
始
に
向

け
て
、
医
療
機
関
を
利
用
し
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
デ
イ
ケ
ア
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
東
根
市
で
実
施
す
る
ス
マ
ホ

版
母
子
手
帳
ア
プ
リ
を
、
本
市
で

も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
導
入
市
町
村
の
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
、調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
５
歳
児
健
診
の
導
入
は
検
討

し
て
い
る
の
か
。

　
　
よ
り
早
期
に
発
見
し
、
支
援

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

現
行
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　
健
や
か
教
育
手
当
の
所
得
制

限
を
撤
廃
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
一
部
で
も
支
給
で
き
な
い
か
。

　
　
今
後
慎
重
に
検
討
し
た
い
。

　
　
二※
１
代
目
鍋
太
郎
を
市
長
が
公

約
に
掲
げ
る
日
本
一
の
観
光
案
内

所
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
鍋
太
郎
の
今
後
の
生
か
し
方

を
協
議
会
と
話
し
合
っ
て
い
く
。

　
　
山
形
駅
前
周
辺
を
明
る
く
安

全
な
エ
リ
ア
に
す
る
た
め
に
、
防

犯
灯
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
本
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」
の

検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
２９
年
度
か
ら
の
導
入
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
沼
の
辺
体
育
館
の
利
便
性
向

上
の
た
め
に
、
隣
接
す
る
空
き
地

を
駐
車
場
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
必
要
性

も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

QAQAQA

QAQAQAQA

QAQAQAQA

▲路面下空洞調査によるインフラ点検の実施を
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将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

伊
藤　
香
織 
議
員

　
　
山
形
鋳
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
た
め
、
複
数
存
在
す

る
団
体
の
統
合
を
目
指
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
２
つ
の
団
体
間
で
、
平
成
２９

年
度
の
統
合
に
向
け
て
調
整
中
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
鋳

物
団
体
と
協
議
し
統
合
に
向
け
て

の
支
援
を
し
て
い
く
。

　
　
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
部
署
横
断

的
な
体
制
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
組

織
と
し
て
ベ
ス
ト
な
体
制
を
つ
く

り
な
が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

QAQ 性
を
見
い
出
し
て
い
き
た
い
。

　
　
学
校
図
書
館
法
の
改
正
で
、

学
校
司
書
の
法
的
位
置
付
け
が
明

確
に
な
っ
た
。
学
校
司
書
職
員
の

全
校
配
置
を
計
画
的
に
進
め
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
学
校
図
書
館
の
充
実
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
運
営
す

る
の
が
望
ま
し
い
か
、
他
の
自
治

体
の
取
り
組
み
な
ど
を
調
査
研
究

し
て
い
く
。

　
　
民
間
の
物
件
を
借
り
て
い
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
家
賃
が

運
営
費
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
施
設
賃
借
料
は
市
が
全
額

補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
公
的
施
設
を
利
用
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
と
の
負
担
に
大
き
な
差
が

生
じ
て
い
る
た
め
、
今
後
、
さ
ら

な
る
ク
ラ
ブ
運
営
の
安
定
化
に
向

け
、
施
設
賃
借
料
に
係
る
施
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
の
状
態
を
改
善
す
る

た
め
に
、
市
の
委
託
料
を
引
き
上

げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
平
成
２６
・
２７
年
度
に
国
の
制

度
を
活
用
し
支
援
員
の
処
遇
改
善

に
努
め
て
き
た
。
補
助
金
の
増
額

は
委
託
料
の
算
定
基
準
と
な
る
運

営
費
基
本
額
の
増
額
と
と
も
に
、

引
き
続
き
国
や
県
に
要
望
し
て
い

く
。

　
　
２９
年
度
は
、
数
年
ぶ
り
に
双

葉
地
区
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
が
い
る
。
通
学
バ
ス
な
ど
で

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
双
葉
地
区
通
学
用
車
両
運
行

事
業
実
施
要
項
に
よ
り
、
通
学
用

車
両
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

QA

QA

QA

QA

　
　
市
民
ニ
ー
ズ
や
行
政
の
関
わ

り
方
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

の
実
施
計
画
の
見
直
し
を
進
め
る

中
で
、
体
制
づ
く
り
も
含
め
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
置
や

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
な
ど
、
小
中

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
ど
の
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
の
か
。

　
　
小
学
校
１
校
、
中
学
校
１
校

を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
て
実
践
を

積
み
重
ね
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　
地
域
・
大
学
・
市
民
活
動
を

つ
な
げ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

や
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
見
直

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
大
学
と
の
連
携
に
係
る
相
談

な
ど
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
、
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
の
趣
旨
や
対
応
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
、

機
能
を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
駅
前
の
駐
輪
ス
ペ
ー
ス

が
自
転
車
で
あ
ふ
れ
て
い
る
た
め
、

手
立
て
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
平
成
２８
年
１２
月
ま
で
に
鉄
道

用
地
利
用
に
関
す
る
協
議
を
Ｊ
Ｒ

と
行
い
、
自
転
車
の
整
理
整
頓
や

放
置
自
転
車
の
定
期
的
な
撤
去
な

ど
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の
後
の
状

況
を
踏
ま
え
、
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の

さ
ら
な
る
拡
張
が
必
要
な
場
合
は
、

改
め
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し
て
駐
輪

場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
女
性
の
救
急
救
命
士
は
３
人

い
る
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
で

あ
る
。
女
性
傷
病
者
の
場
合
に
、

い
つ
で
も
女
性
の
救
急
救
命
士
が

同
乗
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り

が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
女
性
消
防
吏
員
の
大
幅
な
増

員
や
施
設
整
備
な
ど
に
課
題
が
あ

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る

が
、
女
性
消
防
吏
員
の
活
躍
推
進

の
た
め
に
、
女
性
消
防
吏
員
の
採

用
や
救
急
救
命
士
養
成
も
含
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
の
実
現

に
向
け
、
女
性
の
健
康
に
対
す
る

施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
生
涯
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
心
身
の
健
康
維
持
と
健

康
づ
く
り
へ
の
支
援
を
進
め
て
き

た
。
今
後
も
、
相
談
体
制
の
整
備

や
支
援
に
よ
る
女
性
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

に
産
後
ケ
ア
事
業
を
始
め
る
な
ど
、

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
と
し
た
女

性
の
健
康
の
保
持
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

AQAQA

QAQ

AQA

▲山形の冬を楽しむウインタースポーツの充実を ▲膨大な数の図書を管理する学校司書
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新
し
い
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
今

年
の
干
支
は
酉
。
酉
の
つ
く
年
は

商
売
繁
盛
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
山
形
市
の
景
気
も
上

向
く
１
年
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
さ
て
、
昨
年
の
１１
月
に
は
市
内

８
カ
所
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
よ
り
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

度
で
４
年
目
の
開
催
と
な
り
ま
す

が
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
冬
が
到
来

し
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
蔵
王
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
真
っ
盛
り
。
樹
氷
も
立
派
に
成

長
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ま

も
冬
の
山
形
を
楽
し
ん
で
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　
　
議
会
報
委
員　
渋
江　
朋
博

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

道の駅と児童遊戯施設の整備箇所を検討市政トピックス

　１２月定例会において、道の駅と
児童遊戯施設の設置を検討する箇
所が示されました。今後は設置に
向け、具体的な協議が進められる
こととなります。

＜道の駅＞
・山形中央ＩＣ付近
・山形上山ＩＣ付近

＜児童遊戯施設＞
・東北文教大学周辺区域
　（南山形地区）

・観光客拡大へ向けた、より一層の取り組みを期待したい。
・文化都市、芸術都市を目指し美術館の充実を求めたい。
・イノシシや熊などの有害鳥獣対策を強化してほしい。
・‌�冬期間の利用も含めたグラウンドゴルフ場の環境を整備してほ�
しい。

・観光地の無電柱化を進めてほしい。
・‌�ごみ集積所を新設する際の助成が、年度途中で無くならないよう
にしてほしい。

・‌�地域包括支援センターが地区に１カ所しかない。介護ユーザーが
プランニングを選べるよう２カ所にできないか。

議会報告会を開催しました
　第４回目となる議会報告会を平成２８年１１月に開催しました。今回は市内８カ所の公民館・コミュニ
ティセンターで開催し、１７１人の皆さまにご参加いただきました。報告会では、９月定例会の議会活
動の報告や参加された皆さまとの意見交換を行いました。
　今回の報告会でお寄せいただいたご意見の一部を紹介します。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとともに、
議会活動を通して今後の山形市の発展につなげていきたいと考えて
おります。ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
　この報告会は毎年１１月に開催する予定です。議会ホームページ、
やまがた市議会報「みちしるべ」でもご案内いたしますので、市民
の皆さまのさらなるご参加をお待ちしています。

【お詫びと訂正】‌�やまがた市議会報みちしるべ第１９８号（平成２８年１１月１日発行）の８ページ「一般会計補正予算」の
記載内容について誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。詳しくは議会ウェブサイト
をご覧ください。 16




